
   これまでの原料は
  国内の石灰岩鉱山
  から発破用穿孔機
  と大量の火薬およ
  び電力エネルギー
  を要して採掘したり、
海外からの輸入に依存
しています。　　　　

日本人の鶏卵消費量は 世界で２番目！

国内の流通量は、約274万t で 自給率96%

タマゴのカラは 年間約27万t 発生！

約80%(約20万t) が動物性残渣として 
産業廃棄物に分類され、焼却、埋立て処理！

日本人とタマゴの意外な関係

タマゴのカラを価値ある資源に！

これまでの原料とこれからの原料を比較
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Bomb

Danger

　タマゴのカラは、環境
負荷を考慮し、焼成工程
（900℃以上の高温加熱）
を経ない「未焼成卵殻カ
ルシウム」で、製造工程
が少なく温度も低いた
め、CO2の削減にもなり
ます。

原料となるタマゴのカラ
は、地元兵庫県内の食品
加工工場より廃棄された
ものを集めアップサイク
ルしています。
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